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「
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典
」
と
「
ど
ん
ど
ん
祭
り
」
を
合
同

で
実
施
し
た
「
コ
ロ
ナ
か
ら
の
復
活
祭
」
が
、
令
和
４
年
12

月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た

「
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典
」
は
３
年
ぶ
り
の
実
施
に
。
踊
り
や

歌
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
他
、マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

や
徳
之
島
肥
育
牛
の
焼
肉
試
食
、
親
子
木
工
制
作
な
ど
、
様
々

な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
同
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
ど
ん

ど
ん
祭
り
」
の
花
火
大
会
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和

５
年
１
月
９
日
に
実
施
さ
れ
、
新
年
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
か
ら
の

～
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典　

　

＆
ど
ん
ど
ん
祭
り
合
同
開
催
～

復
活
祭
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最優秀賞の郷さん（写真左）と福さん（写真右）

12
月
25
日
に
行
わ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
か

ら
の
復
活
祭
」
の
式
典
で
、
令
和
４
年

度
「
さ
と
う
き
び
づ
く
り
優
秀
農
家
表

彰
（
奄
美
群
島
糖
業
振
興
会
）」
の
表

彰
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
さ
れ

た
３
部
門
の
う
ち
、
本
町
か
ら
２
名
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
郷
友
行
さ
ん
（
中

区
）
が
夏
植
え
の
部
で
、
福
鋭
山
さ
ん

（
南
区
）
が
株
出
し
の
部
で
、
奄
美
群

島
で
の
最
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
夏
植
え
の
部
】
郷
友
行
（
10
㌃
あ
た
り

収
量
１
万
３
０
０
０
㎏
・
収
穫
面
積
20
㌃
・

生
産
量
26
㌧
）【
株
出
し
の
部
】
福
鋭
山

（
10
㌃
あ
た
り
収
量
１
万
９
７
０
㎏
・
収

穫
面
積
１
０
６
㌃
・
生
産
量
１
１
６
㌧
）

さ
と
う
き
び
づ
く
り
優
秀
農
家
表
彰
、
２
部
門
で
最
優
秀
賞

本
町
の
亀
津
・
亀
徳
地
区
で
活

動
す
る
「
島
童
会
（
し
ま
わ
れ
か

い
）」
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
、
12
月
12
日
に
町
役
場
で
表
彰
伝

達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
島
童
会
は
地

域
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
活
動
に
取
り
組
む
自
主

防
犯
組
織
。
児
童
生
徒
の
登
校
時
間

に
実
施
し
て
い
る
青
パ
ト
６
台
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
を
は
じ
め
、

２
０
０
５
年
か
ら
こ
れ
ま
で
約
16
年

に
わ
た
る
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、

「
令
和
４
年
度
学
校
保
健
及
び
学
校
安

全
表
彰
」
の
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
島
童
会
が
文
科
大
臣
表
彰

町役場で行われた表彰伝達式

感謝状を手にする川村さんと贈呈式参加者 昨年に続き優勝した花徳チーム

12
月
14
日
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
で

本
町
へ
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
川
村
幹

弘
さ
ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
あ
り
、

高
岡
町
長
か
ら
川
村
さ
ん
へ
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
川
村
さ
ん
は
愛
知

県
名
古
屋
市
出
身
で
、
約
５
年
前
に
本

町
へ
移
住
。
甲
子
園
常
連
校
で
あ
る
愛

工
大
名
電
高
校
野
球
部
の
徳
之
島
町
へ

の
合
宿
誘
致
や
、
健
康
の
森
総
合
運
動

公
園
野
球
場
の
整
備
（
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン

設
置
、防
球
ネ
ッ
ト
修
繕
）な
ど
ス
ポ
ー

ツ
分
野
で
貢
献
さ
れ
た
他
、
今
回
贈
呈

式
が
行
わ
れ
た
亀
津
児
童
公
園
へ
３
棟

の
東
屋
（
あ
ず
ま
や
）
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
第
６
回
地
区
親
睦
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
12
月
11
日
、
亀
津
中

学
校
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
促
進
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
・
交
流
を
目
的
に
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
が
主
催
。
小
学
生
か
ら

70
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
で
編
成
さ
れ

た
８
チ
ー
ム
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
を
連
発
。
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
１
位
】
花
徳

【
第
２
位
】
母
間

【
第
３
位
】
神
嶺
・
中
区

町
に
多
大
な
貢
献
、
川
村
幹
弘
さ
ん
へ
感
謝
状
贈
呈

親
睦
ミ
ニ
バ
レ
ー
で
地
区
交
流
、
花
徳
が
２
連
覇
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「
令
和
５
年
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
が
１
月
２
日
、
町
文
化
会

館
で
あ
り
ま
し
た
。

民
法
で
の
成
人
年
齢
が
令
和

４
年
４
月
か
ら
18
歳
と
な
り
、

「
成
人
式
」
の
名
称
か
ら
変
更

と
な
っ
て
初
開
催
さ
れ
た
二
十

歳
の
つ
ど
い
。
20
歳
に
な
る

１
４
２
名
を
対
象
に
、
合
計
98

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

教
育
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
に

続
き
、
本
町
の
20
歳
を
代
表
し

て
、
植
木
凌
我
さ
ん
、
佐
武
南

海
輝
さ
ん
、
野
中
結
貴
さ
ん
、

春
山
華
南
さ
ん
、
福
嶺
幹
太
さ

ん
が
登
壇
。「
諦
め
ず
に
夢
を
追

う
」「
将
来
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
堂
々
と
「
二
十

歳
の
抱
負
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
各
中
学
校
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
写
真
の
ス
ラ
イ

ド
や
、
恩
師
の
先
生
方
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
。

続
い
て
出
席
者
を
代
表
し
、
中

元
楓
花
さ
ん
に
よ
る
島
唄
も
披

露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

令和５年 二十歳のつどい
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１
月
５
日
、「
令
和
５
年
徳
之
島
町

消
防
団
出
初
式
」
が
あ
り
ま
し
た
。
消

防
車
に
よ
る
手
々
～
亀
津
間
の
火
災
予

防
祈
願
パ
レ
ー
ド
、
消
防
団
・
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
亀
津
市
街
地
パ
レ
ー

ド
を
皮
切
り
に
、
観
閲
式
や
放
水
演

習
、
式
典
を
実
施
。
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
あ
っ
た
式
典
で
は
、
表
彰
や
新

団
員
へ
の
辞
令
交
付
が
あ
り
、
昨
年
の

大
島
支
部
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
部

門
で
優
勝
し
た
団
員
も
登
壇
し
ま
し

た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰
】

○
長
野
雅
俊
（
母
間
分
団 

分
団
長
）

○
東
克
広
（
神
嶺
分
団 

班
長
）

○
直
島
司
（
花
徳
分
団 

班
長
）

○
正
野
貴
士
（
井
之
川
分
団 

班
長
）

大瀬川で行われた放水演習 昨年の大島支部消防操法大会優勝メンバーも登壇

消
防
の
決
意
新
た
に
、
令
和
５
年
町
消
防
団
出
初
式

消防団・婦人防火クラブによる亀津市街地パレード

今年度最後の出産祝金贈呈式へ出席した皆さん

令
和
４
年
度
４
回
目
、
今
年
度
最
後

と
な
る
「
出
産
祝
金
贈
呈
式
」
が
１
月

10
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。
出
産
祝
金
は
全
国
か
ら
の
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
思
い

や
り
基
金
」
を
活
用
し
、
第
１
子
へ

10
万
円
、
第
２
子
15
万
円
、
第
３
子

25
万
円
、
第
４
子
35
万
円
、
第
５
子

45
万
円
、
第
６
子
降
は
１
子
ご
と
に

50
万
円
を
支
給
。
今
年
度
は
合
計
92
名

の
出
生
児
へ
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
１
子
41
名
、
第
２
子
26
名
、
第
３

子
15
名
、
第
４
子
８
名
、
第
５
子
２
名
、

第
６
子
以
降
０
名
】

出
産
祝
金
贈
呈
式
、
令
和
４
年
度
は
92
名
へ
贈
呈

世
界
自
然
遺
産
登
録
一
周
年
を
記
念

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
×
文
化
か

ら
見
つ
め
な
お
す
私
た
ち
が
住
む
世
界

の
宝
・
徳
之
島
（
環
境
省
主
催
）」
が

１
月
９
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。
第
１
部
の
講
演
で
は
土

屋
誠
氏
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）
や
星

野
一
昭
氏
（
元
鹿
児
島
大
学
特
任
務
教

授
）
な
ど
、
４
名
の
専
門
家
が
登
壇
。

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
講
演
者
４
名
に
加
え
、
本
町
の
文

化
財
保
護
審
議
委
員
の
池
村
茂
氏
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
加
わ
り
、
徳
之
島
の

自
然
や
環
境
文
化
の
魅
力
と
活
用
に
つ

い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
一
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

来場者からの質疑応答でも活発に意見交換
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奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活
課国民年金係までお申し込みください。また、ご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免
許証など、身分確認ができる書類をご持参ください。（※新型コロナウイルスの感染状況により、
中止となる場合があります。）

●日時＝令和５年２月８日（水）13:00 ～ 17:00、２月９日（木）9:00 ～ 12:00
●場所＝町役場新庁舎 3 階小会議室
●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金・船員保険等の年金制度全　
　　　　　　 般に関すること

住民生活課 国民年金係　☎ 0997-82-1114問

介護福祉課　地域包括支援センター　☎ 0997-82-1115

身近な支援を考えてみませんか

認知症サポーター ステップアップ研修会を開催します

認知症サポーターは、認知症に関する正しい知識と理解をもち、地域や職域で、認知症の人や家
族に対してできる範囲で手助けをする人のことです。認知症があっても、穏やかに笑顔で暮らし続
けられるために、ちょっとした声かけや手助けが日々の生活を支えます。身近な支援を考えてみま
せんか。

●日時＝令和５年２月 26 日（日）９:30 ～ 11:30
●場所＝徳之島町保健センター
●参加対象者＝認知症について知りたい方
　　　　　　　認知症支援に関心のある方
※徳之島町ボランティアポイントの対象となります。

問

お電話でご予約ください

認知症についての相談会を開催します

認知症の症状や介護でお困りのことはありませんか。経験豊富な医師が相談に応じます。介護福
祉課 地域包括支援センターへ電話でご予約ください。（※先着４組）　

●日時＝令和５年２月 26 日（日）13:00 ～ 17:00
●場所＝徳之島町保健センター
●相談医＝黒野明日嗣 先生（認知症専門医）

介護福祉課　地域包括支援センター　☎ 0997-82-1115問

○家族が認知症と診断されて今後が心配
○「物をとられた」と言われ困ってしまう

○病院に行きたがらない
○介護サービスを受けたがらない　など
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必
要
書
類
等
、
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
公
益
財
団

法
人 

奄
美
奨
学
会　

☎
０
３ｰ

３
４
５
６ｰ

１
１
０
０

『
相
続
登
記
』
の
申
請
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
！　

～
な
く
そ
う

所
有
者
不
明
土
地
～

相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

土
地
は
、
所
有
者
が
分
か
ら
な

い
状
態
と
な
り
、
管
理
や
利
用

が
難
し
い
た
め
、
公
共
事
業
や

復
旧
・
復
興
事
業
の
妨
げ
と
な

る
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
解
消
の
た
め

に
、令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

不
動
産
の
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
ま
た
は
お
近

く
の
法
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
奄
美
支
局　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
０
３
７
６

〈
南
九
州
税
理
士
会
大
島
支
部
〉

確
定
申
告
相
談
会（
税
務
支
援
）

の
お
知
ら
せ

税
理
士
業
務
が
社
会
公
共
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
貢
献
の
た
め
期
間
を

限
定
し
、
各
税
理
士
事
務
所
に

お
い
て
申
告
者
の
皆
様
の
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
相
談

の
際
は
事
前
に
お
電
話
に
て
各

税
理
士
へ
相
談
日
時
を
ご
予
約

く
だ
さ
い
。（
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

●
日
時
＝
令
和
５
年
２
月
１

日
（
水
）
～
２
月
27
日
（
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
（
※
土
日
祝

日
を
除
き
ま
す
。）

●
場
所
＝
各
税
理
士
事
務
所

（
※
必
ず
事
前
に
電
話
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
相
談
内
容
＝
所
得
税
及
び
個

人
の
消
費
税
に
関
す
る
相
談

●
対
象
者

（1） 

小
規
模
事
業
者
（
自
営
業

な
ど
）
で
次
に
該
当
す
る
方

　
・
令
和
３
年
分
所
得
金
額（
専

従
者
控
除
前
ま
た
は
青
色
申

告
特
別
控
除
前
の
所
得
）
が

３
０
０
万
円
以
下
で
、
税
理

士
の
関
与
が
な
い
こ
と

（2） 

給
与
所
得
者
、
年
金
所
得

者
※
譲
渡
所
得
や
贈
与
の
あ
る

方
、
そ
の
他
複
雑
な
事
案
の

あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

●
料
金
＝
税
務
相
談
（
30
分
程

度
）の
み
に
つ
い
て
は
無
料
。

申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は

有
料
。
電
話
予
約
の
際
に
税

理
士
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
ご
予
約
先
（
税
理
士
）

【
松
永 

光
子
】

徳
之
島
町
亀
津
７
２
４
３

☎
０
９
９
７ｰ

８
３ｰ

１
５
１
５

【
實 

和
也
】

徳
之
島
町
亀
津
１
０
０
２
番
地
１

☎
０
９
０ｰ

２
１
９
１ｰ

６
２
７
９

【
吉
盛 

一
郎
】

天
城
町
大
字
平
土
野
34
番
４

☎
０
９
９
７ｰ

８
５ｰ

５
８
３
０

～
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
～

税
理
士
の
資
格
が
な
い
人

が
、
税
務
代
理
や
税
務
書
類
の

作
成
、
税
務
相
談
を
す
る
こ
と

（
に
せ
税
理
士
行
為
）
は
税
理

士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
に
せ
税
理
士
は
法
律
に
反

す
る
だ
け
で
な
く
、
税
務
署
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
や
税
務
調
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
、
あ
な
た
自

身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
鹿
児
島
県
営
住
宅

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
募
集

●
物
件
＝
県
営
徳
之
島
団
地
・
県

営
ベ
ル
メ
ー
ル
徳
之
島
団
地

●
申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）　

～
２
月
28
日
（
火
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く

●
抽
選
日

　

令
和
５
年
３
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
大
島
支
庁
徳

之
島
事
務
所
小
会
議
室

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
大
島
支
庁

徳
之
島
事
務
所
総
務
課

☎
０
９
９
７ｰ

８
２ｰ

１
３
３
３

奄
美
奨
学
会
貸
与
生
の
募
集
に

つ
い
て

奄
美
群
島
出
身
の
子
弟
で
、

大
学
等
に
在
学
し
、成
績
優
秀
、

心
身
健
全
で
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
者
に
、
修
学
に
必
要
な
資
金

を
貸
し
付
け
、
有
用
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

●
貸
与
金

【
高
専
、
短
大
・
大
学
生
】　

３
万
円
／
月

【
大
学
院
生
】

３
万
５
０
０
０
円
／
月

●
期
間
＝
正
規
の
修
学
期
間

●
貸
与
の
返
還
義
務

卒
業
後
６
ヵ
月
を
経
過
し
た

後
、
10
年
以
内
の
期
間
に
貸
与

金
元
金
を
毎
月
平
均
等
額
以
上

を
返
還
（
無
利
息
）

●
申
込
願
書
＝
４
月
末
日
締
切
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～徳之島町学力向上対策試験～
令和４年 11 月 20 日 ( 日 ) と 11 月 23 日 ( 水 ) に小学５年生～中学３

年生の希望者を対象に令和４年度学力向上対策試験を実施し、小学生
28 名、中学生 57 名が受験しました。試験科目は、小学生が国語・社会・算数・理科、中学生が国語・
理科・英語（リスニングを含む）・社会・数学です。この試験は、児童生徒の学習意欲を高め、学
力向上を目指すことを目的にしており、来年度も実施を予定しています。各学年の総合成績優秀
者上位５名を掲載いたします。

小学５年の部

４
位
４
位
３
位
１
位
１
位

寺
村 

香
花

小
川 

弘
翔

福
薗 

蓮
大

福
岡 

友
梨
奈

増
田 

美
花

亀
津
小

亀
徳
小

亀
徳
小

母
間
小

亀
津
小

順
位

　

氏　

名

学
校
名

中学３年の部

５
位
４
位
３
位
２
位
１
位

福
山 

晴
海

仲 

一
行

原
田 

宙

安
田 

璃
子

管
野 

壮
馬

東
天
城
中

東
天
城
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

中学２年の部

５
位
４
位
３
位
２
位
１
位

米
山 

く
る
み

作
城 

那
奈
子

森 

ひ
な
の

西
山 

侑
希

久
木
野 

蒼
太

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

小学６年の部

５
位
４
位
３
位
２
位
１
位

大
寺 

結

榮 

あ
ん
な

帖
佐 

幸
姫

首
藤 

聖

東
郷 

千
広

亀
徳
小

亀
津
小

亀
津
小

神
之
嶺
小

手
々
小

中学１年の部

５
位
４
位
３
位
２
位
１
位

上
田 

愛
美

中 

咲
道

中
村 

皓
祐

岸
岡 

春
樹

窪
田 

将
大

井
之
川
中

東
天
城
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

 教育委員会
だより

奄美航路等で使用する冷凍コンテナが提供されました

奄美海運㈱、マリックスライン㈱、マルエーフェリー㈱の運航する奄美航路で使用される冷凍コ
ンテナの引渡しが行われました。

これは、離島のライフラインである離島航路経営に対する支援と、奄美群島などの島民の皆様へ
新鮮な生鮮食料品などが届くようにと、日本財団の離島振興活動と連携し、同財団の支援と助成（奄
美海運㈱ 100％、マリックスライン㈱・マルエーフェリー㈱ 80％（20％は会社負担））を受けて（公
財）九州運輸振興センターが製作し、これらの会社に提供されたものです。なお、提供を受けた冷
凍コンテナには、日本財
団や ( 公財 ) 九州運輸振興
センターの名前などが表
示してあります。 （公財）九州運輸振興センター ☎ 092-451-0469

学校教育課 ☎ 0997-82-1308問
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徳之島町役場介護福祉課 ☎ 0997-82-1115　　徳之島町社会福祉協議会 ☎ 0997-83-1205

○「民生委員」は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域で住民の相談に応じて必要な
援助を行う社会福祉活動のボランティアで、「児童委員」を兼ねています。

○「児童委員」は、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるよう、子どもたちを見守り、
子育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等を行います。

○「主任児童委員」は、児童に関することを専門的に担当します。

手　

々

金　

見

山　

里

内
千
川

港　

川

轟　

木

上
花
徳

前　

川

大　

当

反　

川

池　

間

下
久
志

担
当
地
区

太 

ひ
ろ
み

佐
武 

ひ
さ
子

浦
上 

由
美
子

有
川 

絹
代

安 

信
子

𠮷 

次
子

南
郷 

照
美

土
持 

み
ど
り

東 

信
子

長
野 

眞
弓

中
島 

敏
光

瀬
崎 

順
子

　

氏　

名

東
天
城
地
区

亀
津
地
区

担
当
地
区

成
岡 

ひ
と
み

春
山 

美
枝
子

　

氏　

名

○
主
任
児
童
委
員

井
之
川

諸　

田

徳
和
瀬

亀　

徳

東　

区

北　

区

中　

区

南　

区

大　

原

担
当
地
区

作
元 

み
き
子

保
科 

良
子

永
喜 

静
子

松
山 

美
年
子

益
本 

紀
枝

豊
山 

清
乃

髙
崎 

律
子

福
田 

す
な
子

保
井 

悦
子

亀
澤 

志
保
子

宇
佐
美 

恵
美
子

秋
津 

富
則

永
藏 

弘
子

重
岡 

四
男

政
木 

達
也

川
野 

拓
郎

岡
山 

千
恵
美

澤　

照
代

　

氏　

名

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

民生委員・児童委員が一斉改選されました

令和４年 12 月１日付で各委員へ委嘱状が交付されました
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【町長賞】 尚 正宗（母間小） 【農業協同組合賞】 福山 亜海（花徳小）

【南西糖業賞】 豊 美結理（亀津小） 【共済組合長賞】 下窪 友彩（亀津小）

【奨励賞】 稲田 雄太（神之嶺小） 【奨励賞】 豊島 愛桜（亀津小） 【奨励賞】 野口 由夏子（亀津小）

【奨励賞】 松田 涼輝（亀徳小） 【奨励賞】 井藤 凰瑛（神之嶺小）
【主催】徳之島地域総合営農推進本部

【教育長賞】
上薗 寧音（亀津小）

【学校賞】

亀津小学校

『徳之島の夢ある農業絵画』 徳之島町児童受賞作品

島内の小学５年生を対象にコン
クールを実施し、令和４年 12 月
25 日の「コロナからの復活祭」に
おいて徳之島町受賞児童の表彰式
を行いました。受賞された皆さん、
おめでとうございます。
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の
後
、
仕
事
が
よ
く
舞
い
込
む
の
で

不
思
議
だ
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
「
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
」
で

あ
る
な
ら
合
点
が
い
く
と
、
大
変
驚

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
ザ
シ
キ
ワ
ラ

シ
は
東
北
地
方
に
伝
承
さ
れ
る
妖
怪

で
す
が
、
徳
之
島
に
も
い
る
可
能
性

が
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
犬
田
布

岳
に
棲
む
と
い
う
「
イ
ッ
サ
」
も
い

ま
す
。
豊
漁
を
招
く
妖
怪
で
す
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
よ
う
な
尻
尾
を
持
つ

そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
伝
承
や
証
言
は
、
あ
な

が
ち
作
り
話
と
は
思
え
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
普
段
、
眼
に

見
え
る
も
の
だ
け
し
か
信
じ
ま
せ
ん
。

で
も
ケ
ン
ム
ン
な
ど
は
実
際
に
人
と

触
れ
合
え
る
よ
う
で
す
。
も
し
か
す

る
と
、
こ
の
世
の
中
に
は
目
に
見
え

な
い
生
き
物
も
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

（
町
誌
編
さ
ん
室
　
米
田 

博
久
）

徳
之
島
で
よ
く
知
ら
れ
た
妖
怪
に

「
ケ
ン
ム
ン
」
が
い
ま
す
。
ガ
ジ
ュ
マ

ル
や
ア
コ
ウ
の
木
を
住
処
に
し
、「
木

の
精
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
最
近
は

見
か
け
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
せ
ん

が
、
江
戸
時
代
に
記
録
さ
れ
た
「
南

島
雑
話
」（
名な
ご
や
さ
げ
ん
た

越
左
源
太
著
）
に
奄
美

大
島
住
用
の
例
が
描
か
れ
て
い
て
、

昔
か
ら
奄
美
か
ら
沖
縄
に
か
け
て
目

撃
例
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
で
は
キ
ジ

ム
ナ
ー
と
言
い
ま
す
。
そ
の
姿
か
た

ち
は
赤
毛
の
毛
む
く
じ
ゃ
ら
で
、
手

足
が
細
長
く
、
体
育
座
り
す
る
と
膝

の
ほ
う
が
頭
よ
り
高
く
、
子
供
の
よ

う
な
大
き
さ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
だ
け
で
は
な
く
海
に
も
出
没
し
ま

す
が
、
タ
コ
が
大
嫌
い
で
す
。
人
に

出
会
う
と
相
撲
を
挑
ん
で
き
ま
す
。

漁
師
が
海
に
連
れ
て
行
く
と
豊
漁
に

な
り
、
魚
の
目
玉
を
あ
げ
る
と
喜
ぶ

と
い
い
ま
す
。
い
た
ず
ら

も
好
き
で
す
。
森
の
中
で

い
き
な
り
背
中
に
乗
ら
れ

た
人
も
い
ま
す
。
道
に
迷

わ
さ
れ
、
気
が
つ
い
た
ら

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た

り
、
御
地
走
を
食
べ
た
つ

も
り
だ
っ
た
の
に
周
囲
に

は
カ
タ
ツ
ム
リ
の
貝
殻
が

た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
人
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ

た
と
い
う
話
も
あ
っ
て
、

本
人
は
そ
ん
な
に
長
い
間

留
守
を
し
た
覚
え
は
な
く
、

村
の
人
が
騒
ぐ
の
で
ケ
ン

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

～
徳
之
島
の
妖
怪
た
ち
～

ム
ン
に
化
か
さ
れ
た
の
だ
と
気
が
付

く
わ
け
で
す
。
場
所
も
決
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

最
近
知
っ
た
話
で
す
が
、
ケ
ン
ム
ン

に
は
違
う
種
類
も
い
る
み
た
い
で
す
。

青
白
く
光
っ
て
い
る
、
色
も
青
っ
ぽ

く
手
先
が
一
本
の
長
い
爪
に
な
っ
て

い
て
木
に
群
れ
て
い
た
、
見
た
目
も

ボ
サ
ッ
と
し
た
長
い
毛
に
お
お
わ
れ

て
い
た
と
い
う
も
の
で
す
。

実
は
、
ケ
ン
ム
ン
に
似
た
妖
怪
は
日

本
各
地
に
い
て
、
特
に
高
知
県
の
妖

怪
「
シ
バ
テ
ン
」
は
体
調
１
㍍
く
ら
い
。

相
撲
が
好
き
で
見
た
目
も
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。
こ
の
ほ
か
九
州
地
方
の
妖
怪

「
ヒ
ョ
ウ
ス
ベ
」
も
河
童
の
よ
う
な
妖

怪
で
い
た
ず
ら
好
き
で
、
外
見
も
ケ

ン
ム
ン
と
似
て
い
ま
す
。
台
湾
に
も

同
じ
種
類
の
妖
怪
が
い
る
と
聞
き
ま

す
。
似
た
種
類
の
妖
怪
は
広
い
地
域

に
棲
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

１
年
ほ
ど
前
聞
い
た
の
で
す
が

（
註
）、
泉
重
千
代
さ
ん
宅
を
見
学
に

訪
れ
た
家
族
が
子
供
が
家
の
中
か
ら

出
て
い
く
の
を
見
た
そ
う
で
す
。
数

日
後
、
あ
る
人
が
自
分
の
お
な
か
の

上
で
子
供
が
飛
び
跳
ね
た
と
い
う
話

を
す
る
の
で
、
泉
重
千
代
宅
で
の
出
来

事
を
話
し
た
ら
、
そ
の
時
す
ぐ
近
く

で
仕
事
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
そ

（
註
）
話
者
の
重
久 

勇
さ
ん
は
、

去
る
11
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
史
自
然
編
・
民
俗
編

で
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

『新先生一代記』より「芝天」（ウイキペディアより）
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『ゴミ拾いをすると、人生に魔法が
かかるかも♪』

吉川 充秀 / 著〔一般書〕

自称「ゴミ拾いの仙人」がゴミ拾
いで人生が変わると言う。はじめ
の数ページ、なんだか鼻につく感
じ が し て 読 む こ と を や め よ う と
思った。しかし気づくと、また本

を開いていた。まだゴミ拾いもしていないのに。まるで
魔法にかかったようだった。明日から私もトングに袋を
もち、ゴミ拾いをしているかも♪しれない。

『わたしはどこでしょう？』

藤川 智子 / 作、中村 浩訳・橋
本 永興 / 監修〔絵本〕

だるま、いぬ、こけし、たい、
ふくすけ、まねきねこ…。全
国からおもちゃたちが大集合 ! 
地方色ゆたかなおもちゃを絵
さがししながら、手仕事のあ
たたかさにふれる絵本。

【２月の定例おはなし会】

○赤ちゃんおはなし会　５日（日）午後 2時 30分～

○毎月のおはなし会　11日・25日（土）午後 2時 30分～

お知らせ

【休館のおしらせ】　

2月 13日（月）～2月 24日（金）の期間、 図書館の

すべての本の点検 ・ 整理を行うため休館します。 まだ返

していない本がある場合は、 早めのご返却をお願いい

たします。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『フラッパー』

松尾 諭 / 著〔小説〕

小学 6 年生の夏、マンモス団地に
引っ越した。恋しては振られ、告
白しては振られること 14 人。でも
隣にいるあの子にだけは、告白し
なかった。恋じゃないつもりだっ
た -。個性派俳優が描く、ほろ苦い
恋の「自伝風」小説。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『ゴッホの犬と耳とひまわり』

長野 まゆみ / 著〔小説〕

古いフランス製の家計簿に書き込
まれたゴッホの署名はほんものか ? 
文化人類学者の河島から依頼され、
手稿の真贋とその来歴を追う「ぼ
く」。実業家一族のファミリーヒス
トリーが謎を解き…。

の図書館展示

・ バレンタイン　　 ・ 鬼が出てくる本

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

２月
《２月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ４日（土）　、 28日（火）

　【花徳支所】 ２日（木）、26日（日）

☆職員おすすめ本☆　    

『ミステリー作家が見た奄美の多様
な生物 800 種』

鳥飼 否宇 / 著〔一般書〕

奄美の自然の面白さは、いろんな
生き物が複雑に関連しあって生き
るさまにある。2000 年に奄美大島
に移住したミステリー作家が、哺
乳 類 か ら 粘 菌 ま で、 奄 美 の 生 物
800 種を、自前の写真と簡潔な文
章で紹介する。
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徳之島町保健センター　☎0997-83-3121

※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す
！

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
２
月
13
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
２
月
16
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
来
ら
れ
る
際
は
、
保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風

邪
症
状
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○令和４年度に受診された方はお申込みは不要ですが、受診されていない方で受診をご希
望の方は申込みが必要です。町保健センター（☎ 0997-83-3121）へお申込みください。

○検診日程や場所の詳細が決まりましたら、広報紙等でお知らせいたします。

【
妊
娠
後
（
妊
娠
28
週
頃
）
～
出
産
に
向
け
て
】

・
身
体
の
変
化
と
出
産
準
備

・
お
産
の
経
過
と
産
後
の
生
活

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事
（
後
編
）

・
０
歳
か
ら
の
む
し
歯
予
防

令和５年度 各種がん検診のご案内

「こころの健康相談会」
2023 年 3 月 4 日 （土）、 5 日 （日）

　臨床心理士による相談会を実施します。小さな事でも
一人で抱え込まず、誰かに話してみませんか？個人の秘
密は固く守られます。町保健センターへご予約ください。

・仕事上、生活上での悩み
・職場や家庭での人間関係
・身近な人の死で辛い思いをしている
・自分や家族の病気や介護、育児が大変
・自分や家族が引きこもり傾向　など

【対象】徳之島町在住の 40 歳未満の方とご家族　【相談費用】無料（要予約）　【会場】町保健センター

こんな悩み、 抱えていませんか？

歯
の
健
康
標
語
表
彰

毎
年
６
月
の
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
、
町
内
の
小
中
学

生
よ
り
歯
の
健
康
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
最
優
秀
賞
に
亀
津

小
学
校
５
年
生
の
中
野 

芽
唯
那

さ
ん
の
標
語
が
選
ば
れ
、
12
月

25
日
に
開
催
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ

か
ら
の
復
活
祭
」
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

じ
ょ
う
ぶ
な
歯

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
も

　
　
　

か
じ
れ
る
よ

令
和
４
度 

歯
の
健
康
標
語
最
優
秀
賞

亀
津
小
学
校
５
年

中
野 

芽
唯
那

内臓脂肪 CT

40 歳以上の男女

5 月末～ 6 月上旬

肺がん CT腹部超音波骨粗しょう症肝炎大腸がん胃がん検査内容

対象者

実施予定日

実施予定は決まり次第、 広報等でお知らせいたします。

結核

65 歳以上男女

9 月

肺がん

40 歳以上男女

8 月末

子宮がん

20 歳以上女性

6 月 30 日～ 7 月 5 日

乳がん

40 歳以上女性

心不全リスク

40 歳以上男女（基本健診受診者）

5 月末～ 6 月上旬

前立腺がん

40 歳以上男性

検査内容

対象者

実施予定日
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◇
12
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

澤
　
カ
ズ
エ
　
90
　
亀
　
徳

保
岡
　
次
男
　
95
　
花
　
徳

兒
島
ス
ズ
江
　
89
　
亀
　
津

義
山
　
ス
マ
　
93
　
花
　
徳

森
　
　
マ
ツ
　
97
　
井
之
川

徳
田
　
ト
ヨ
　
88
　
徳
和
瀬

藤
郷
　
光
秀
　
88
　
亀
　
津

松
本
　
九
久
　
75
　
井
之
川

清
　
　
フ
ミ
　
85
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

川
畑

　

　

　

　

　

ひ
な
た
（
優
　
斗

な
つ
き
） 

亀
　
津

今
村
　

に

い

な

仁
奈
（
玲
於
奈

莞
　
菜
） 

亀
　
津

屋
　
　

み

は

る

翠
春
（
健
　
介

麻
里
亜
） 

亀
　
津

重
田
　

み

と

美
澄
（
　
聖
　

美
香
子
） 

亀
　
津

松
山

　

　

　

　

　

ゆ
あ
ん
（
雄
之
介

あ
ん
な
） 

亀
　
徳

松
田
　

げ

ん

き

弦
己
（
太
　
志

め
ぐ
み
） 

亀
　
徳

木
場

き

　

ほ

　

う

來
宝
生
（
　
慎
　

奈
緒
美
） 

亀
　
徳

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,870 人

 男 4,855 人

 女 5,015 人

世帯数 4,661 戸

　

（+７）

（+１）

（+６）

（-２）

（括弧内は先月との比較）

令和４年１月１日現在

戸
籍
の
窓

※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。

内
山
　
亮
平
＝
　
亀
津

井
手
上
智
美
＝
　
鹿
児
島
市


